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第４学年社会科学習指導案
日 時 平成１６年９月３日（金）校時

場 所 ４年２組 教 室

児 童 ４年２組 ３２名

授業者 上 野 昌 子

１ 単元名 「昔のくらしとまちづくり」

２ 単元の目標

○ 交通事故や事件などから人々の安全を守るため，関係の諸機関が相互に連絡を取り合いなが

ら緊急に対処する体制をとっていることや，そこで働く人々の工夫・努力を考えることができ

るようにする。

○ 交通事故を防ぐための施設や設備，警察署の仕事を見学したり調査したりして，人々の安全

を守るための活動を具体的に調べることができるようにする。

３ 単元について

（１）教材について

本単元は，学習指導要領第３学年４学年の内容 （４ 「地域社会における災害及び事故か， ）

ら人々の安全を守る工夫について，関係の諸機関が相互に連絡を取り合いながら緊急に対処す

る体制をとっていることを見学をしたり調査したりして調べ，人々の安全を守るための関係機

関の働きとそこに従事している人々の工夫や努力を考えるようにする」を受けたものである。

事件や事故を防ぐための施設，組織，働く人，地域の人々の協力などを具体的に調べる活動

を通して，私たちのくらしの安全を守るために，警察署などの関係諸機関が組織的・計画的に

活動していることに気づかせることをねらいとしている。また，地域の一員である子どもたち

一人一人に，安全な町づくりのために自分たちにできることを考えさせていくことで，自分も

含めた地域の安全なくらしへの意識を高めていくこともねらいの一つとしている。

≪本単元で身につけるべき基礎・基本≫

○ 関係の諸機関が相互に連絡を取り合いながら，災害や事故の防止に努めるとともに，緊急事

態が発生した時には一刻を争って事態に対処していることを調べることができる。

○ 交通事故の多い場所を取り上げ，なぜそこに多いのか考えることができる。また，どうした

らよいか考えることができる。

○ 交通安全施設の様子を地図にまとめ，設置理由を考えることができる。

（２）児童について

５月に実施した意識調査から，社会科の学習を「好き」または「どちらかというと好き」

と答えた子どもは９１％であった。好きな理由としては「見学や調査が楽しい，地図帳で県

名や県庁所在地を探すことが好き」などがあげられている。

問題解決学習に関しては，課題に対して予想をたてたり，調べる方法を自分で選択したり

する活動に意欲的に取り組む子がほとんどであり，調べ学習が好きである。反面，グラフや

表などの資料の読み取りが苦手で，十分に課題解決ができない子や，調べたことを整理して

まとめる活動が不十分な子もいる。

学び合いについては，自分で調べたことや考えたことをみんなに発表することはたいへん

ためになると思っていながらも，話し合いを深め，考えを深め合おうとするところまでは至

っていない。発言する子がやや固定化している実態である。
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事前に子どもたちに「警察署の仕事内容」について調査した。その結果「犯人の逮捕，交

通違反を調べる，交通事故が起きたら出動，パトロール」と知ってはいるが，実際は道路で

の安全パトロール，事故現場でその姿を見かける程度であり，自分たちの身近な生活の中で，

具体的にどのように仕事をしているかは意識していない。そこで，見学や調査をする活動を

通し，事件や事故から人々の安全を守るために，関係機関が相互に連絡を取り合いながら緊

急に対処する体制をとっていることを理解させたい。また，交通事故を防ぐ施設は，何のた

めに設置されているのか，意味を考えさせながら様々なものがあることを理解させたい。

（３）指導について

単元のつかむ過程では，身近で起きた交通事故の様子について話し合い，交通事故のないま

ちにするためのしくみや施設，人々のはたらきについて関心をもたせ，知りたい調べたいとい

う意欲を高めていきたい。

しらべる過程では，意欲的に学習できるように，学校の周りの交通安全施設を調べさせる。

その際，交通量が多く，標識や横断歩道，歩道橋などの安全施設がたくさん設置されている国

道４号線沿いに焦点をあて，一斉に同じコースをたどって調べ学習を進めていきたい。調査後

は，どこにどんな安全施設があったのか交通安全施設調べカードをもとに確認し合い，大きな

地図にまとめていく。さらに，安全施設の役割やその場所に設置されている理由について考え

。 ， ，グループで話し合いたい 話し合いが円滑に進むように 話し合いの手順を全体に提示したり

話し合いに参加するのが難しいと予想される児童に対しては，話しやすくさせるためのヒント

カードを与えたりしたい。また，交通事故への対処，交通事故防止の取り組みについて，実

際に警察署へ行き，見学や調査をさせたい。

まとめる過程では，安全なまちづくりについて，体の不自由な人，車を運転する人などいろ

いろな人の立場になって安全施設の意味や有効性を考えさせながら，それぞれの人の思いや願

いを学習のまとめとして，交通安全レポートを作成する。その際，どういう立場にたってまと

めていくのかを明確にしてから活動に入らせたい。

ひろげる過程では，学習のまとめとして作成した交通安全レポートを発表し合い，安全なま

ちづくりについての考えを深めさせたい。

評価については，各過程の指導において，単位時間ごとの評価表及び，座席表を活用して，

児童の変容を捉え，個に応じた指導に生かしていきたい。また，単元を見通した自己ふりかえ

りカードを活用し，児童に見通しをもたせるとともに，意欲の継続を図るコメントの記入をし

ていきたい。

学び合いについて

一斉，ペア，グループでの学び合いの形態を臨機応変に取り入れ，調べたことを自分の

考えとなる根拠をもとに発表させ，友達の考えのよさや違いについて気づく力を養ってい

きたい。



４ 単元の指導・評価計画 （本時６時／７時間）

【単元の目標】
・ 地域の人々の生活について， 関心・意欲・態度 社会的思考・判断 観察・資料活用の技能 知識・理解
古くから残る暮らしにかかわる 表現
道具，それらを使っていた頃の

単 暮らしの様子および地域に残る ・昔の道具，それらを ・道具の移り変わりや ・道具調べを通してわ ・人々の暮らしが変化し
文化財や年中行事について調 使っていたころの暮ら より便利でより安全な かったことを絵カード てきていることや，人々
べ，地域の人々の願いについて しの様子に関心をもち 道具ができた過程を調 に自分なりに工夫して がよりよい暮らしを願，

元 考えることができるようにす 道具や文化財，地域に べ，人々の願いについ まとめたり，今に残る い，工夫や努力をしてき
る。 残る年中行事について て考えたり，暮らしが 史跡や資料からわかっ たことを理解したり，人

調べようとする。 どう変わったのかを考 たことを年表や絵地図 々の暮らしが向上してき
えたりできる。 に整理することができ たことがわかる。

る。

上段 評 価 規 準 支 援 計 画
過 単位時間ごとの計画

下段 具体の評価規準 ◎十分満足できる ○おおむね満足できる △努力を要
（評 価 方 法） する子

程
小単元 時 目 標 学習内容・活動 関心・意欲・態 社会的思考・判 観察・資料活用 知識・理解

度 断 の技能・表現

つ オリエン １ ・昔の人たち ・金ケ崎の昔の写 ・昔の人たちの ・今と昔の写真 △グループ
テーショ のくらしにつ 真を見て，今と昔 くらしについて を比べ，共通点 の友達の意
ン いての疑問点 の写真を比べ，変 の疑問点を見つ や相違点を見つ 見を参考に
・問題を を話し合い， わったところや変 け，調べる意欲 けている。 させ，疑問

。 。把 握 す 調べる意欲を わらないところを をもとうとする ◎今と昔の写真 をもたせる
る。 もつことがで 調べる。 ◎昔の人たちの を比べ，同じと △土地の使
か きる。 ・昔の人たちのく くらしについて ころや違うとこ われ方や，

らしについての疑 の疑問点を自分 ろを見つけ，疑 道路の様子
問点をグループで の生活と関連さ 問点を整理してい はどうかな
話し合う。 せながら見つけ る。 ど視点を与，

調べる意欲をも ○今と昔の写真を える。
とうとする。 比べ，同じところ

む ○昔の人たちの や違うところを見
くらしについて つけている。
の疑問点をみつ （ノート，行動観
け，調べる意欲 察）

。をもとうとする
（行動観察）

２ ・整理した自 ・整理した自分の ・調べる計画を △疑問点は
・予想す 分の疑問点の 疑問点について予 たてることがで どんなだっ
る。 解決方法を見 想をたてる。 きる。 たかを確認
・調べる つけ，調べる ・予想したことを ◎根拠のある予 し，結果の
計画をた 計画を立てる もとにグループで 想や，見通しの 予想をたて
てる。 ことができる 話し合う。 ある課題をたて させる。。

。・話し合ったこと ようとしている
をもとに課題をつ ○予想し，課題
くる。 をたてようとし

ている。
（行動観察・ノ
ート）

し （１）昔 ３ ・ふるさと伝 ・ふるさと伝承館 ・展示資料を調 ・ふるさと伝承 △昔の道具
の道具体 ～ 承館を見学し を見学して，展示 べたり，試した 館を見学し，昔 を実際に手
験コーナ ４ て，昔使われ されている昔の道 りしようとする 使われていた道 にとって観。
ー ていた道具を 具を調べるととも また，調べた昔 具とそれを見た 察したり，
ら 関心をもって に，道具が使われ の様子を絵カー 感想を絵カード 使ってみた
・調べる 調べるととも ていた時期を４つ ドにかき表そう に表す。 りすること

に，絵カード に分け，絵カード とする。 ◎道具を絵カー ができるよ
にまとめるこ にまとめる。 ◎昔の道具に関 ドにかき表し， うにする。
とができる。 ・昔の道具を実際 心をもち，使っ 使われていた時 △昔の道具

に使いながら，道 てみながら，そ 期を記入するこ を使って見
べ 具の名前や使われ の道具が使われ とができるととも た感想を思

ていた時期，使っ ていたころの暮 に，実際に使っ い出させ，
た感想を絵カード らしの様子を調 てみた感想を詳 絵カードに

。に表す。 べようとする。 しく記入するこ 記入させる
・古い道具が使わ また，調べたこ とができる。
れていたころの暮 とを絵カードに ○道具を絵カー

る らしの様子を，家 かき表そうとす ドにかき表し，
の人やお年寄りに る。 使われた時期を
たずねて調べる。 ○昔の道具に関 記入することが

心をもち，使っ できる。
てみたり，調べ （絵カード）
てみたりしようと
する。また，調
べたことを絵カ



ードにかき表そ
うとする。
（行動観察・絵
カード）

５ ・道具を通し ・祖父母の時代の ・古い道具が使 △手がかり
ま て，昔の人々 道具は，今の道具 われていたころ となる古い

のくらしにつ とどんなところが のくらしの様子 道具の写真
と いて気付くこ 違うか比べる。 について考える や絵カード。

とができるよ ・祖父母の時代の ◎今と昔の道具 を提示し，
め うにする。 くらしと今のくら を比べ，昔のく 使い方を確

しとを比べるとど らしの様子がわ 認し，今の
る んなところが違う かり，それぞれ 道具の使い

か考える。 の時代のくらし 方と比較さ
のよさについて せる。
考えることがで
きる。
○今と昔の道具
を比べ，昔のく
らしについて考
えることができ
る。
（ノート・発表
・行動観察）

６ ・道具の絵カ ・これまで調べて ・昔から現在ま △用途が同
ードを古い順 きたカードを３つ でのくらしの変 じ道具の，
に並べるとと の時期に分類し， 化について考え どこがどの
もに，仕事や 年表に貼付すると る。 ように違っ

（

本 社会の様子に ともに，仕事の欄 ◎道具を三つの ているのか
ついても調べ を記入する。 時期に分類する を具体的に
時 て，それぞれ ・仕事や社会の様 とともに，その 示しながら
の移り変わり 子について，欄に 道具が使われて 考えるよう

）

を絵年表にま 記入する。 いた頃の暮らし にする。
とめ，くらし ・暮らしの移り変 と関連づけて考え
の移り変わり わりについて考え ることができる。
について考え る。 ○道具を比較しな
る。 がら，古い順に三

つの時期に分類す
ることができる。
（行動観察・ノー
ト）

ひ （２）ま ７ ・地域に残る ・地域のお祭りの ・地域に残る古い ・地域に残る古 △古い建物
ちに伝わ 古い建物や記 由来を調べ，地域 建物や記念碑， い建物や記念碑 や記念碑，，
ろ る昔コー 念碑，行事な の人たちの願いに 行事などについ 行事などについ 行事などの
ナー どを調べ，人 関心をもつ。 て考えることが て理解できる。 由来が書か
げ 々の生活の変 ・地域に残る古い できる。 ◎地域に残る古 れた，読み
・ひろげ 化や人々の願 建物や記念碑，行 ◎地域に残る古 い建物や記念碑 取りやすい，
る る いについて考 事などを調べ，昔 い建物や記念碑， 行事などから，昔 資料を提示

える。 の人はどんな願い 行事などをもとに， の人々の暮らしぶする。
をもっていたのか 昔の人々の暮ら りや願いがわか △実際に地
を考える。 しぶりや願いに る。 域を歩いて
・調べたことをパ ついて考えるこ ○地域に残る古 調べられる

， 。ネルにして多くの とができる。 い建物や記念碑 ようにする
人たちに見てもら ○地域に残る古 行事などがわか
う計画をたてる。 い建物や記念碑 る。，

（ ）行事などの由来 発表・ノート
を考えることが
できる。
（ ）発表・ノート
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５ 本時の指導

（１）目 標

安全施設のそれぞれの役割やその場所に設置されているわけについて考え，グループで話

し合うことができる。

（２）評価規準・具体の評価規準

具体の評価規準 具体の評価規準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況

【思考・判断】 安全施設が設置されている 安全施設が設置されている

安全施設がその場所に設置され 理由をその場所の状況と関連 理由について考えている。

ている理由について考える。 づけて考えている。

（３）本時の展開

学習内容・活動 指導上の留意点 評価と支援過程

１ 前時の学習をふり返る。

・学校近くにある安全施設を ・道路標識，横断歩道，歩道 ・見通しのよくない場所，交

つ 調べ，地図にまとめたこと 橋，信号などはどこにあっ 通量の多い場所はどこかを

をふり返る。 たかふり返らせる。 おさえる。

か ※安全施設についてまと

めた大地図

む ２ 学習課題を設定する。 ※安全施設の写真 ・

交通事故を防ぐために，安全施設がどのように役立10
分 っているか考えよう。

【 】３ 安全施設の役割やその場所 ・もしその安全施設がなかっ 思考・判断

にある理由について考える。 たらどうなるのかにもふれ 安全施設がその場所に設

し （個人） て考えさせる。 置されている理由について

・歩道橋 考える。

ら ・交通安全のスローガン （ノート，行動観察）

・横断歩道 ◎安全施設が設置されてい

べ ・中央分離帯の反射材 る理由をその場所の状況と

関連づけて考えている。

る ４ 安全施設がその場所にある ・話し合いの手順を確認し， ○安全施設が設置されてい

理由について，グループで話 円滑に話し合い活動ができ る理由について考えてい

し合う。 るようにさせる。 る。

①司会者を決める。 ※「話し合いの手順」を提 △安全施設の役割は何か，

②いくつ書いたかを確認 示する。 考えさせる。30
③少ない人から発表 ・話し合いに参加するのが難

④質問・意見コーナー しいと予想される児童に対

分 ⑤グループの意見をまとめ しては，話しやすくさせる

る。 ためのヒントカードを与え

⑥全体で発表 る。

※ヒントカード
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し ５ グループで話し合い，まと

めたことを発表する。

ら ・４号線は交通量が多いから ・自分たちの考えと，他のグ

道路を安全に横断するため ループの発表の相違点を意

べ に歩道橋がある。 識させながら聞くように促

・スローガンは，運転手から す。

る 見えやすいように高いとこ

ろにはってある。安全を呼

びかけている。30
・横断歩道は，事故の起こり

分 やすい場所につくられてい ・グループの発表の後，金ケ

る。 崎交番の警察官の話を聞か

・反射材は，夜，運転者が見 せ，自分たちの考えがどう

やすくするため。 だったかを検証させる。

※金ケ崎交番の警察官の話

（ビデオまたは音声）

ま ６ 学習をふりかえる。

，と ・ふりかえりカードに記入を ・学び合いの場面などで，友 ・本時の学びをふりかえらせ

め する。 達の考えで参考になったこ 次時への意欲をもたせてい

る とを発表させる。 く。

５

分

（４）板書計画

課題

歩道橋写真 スローガン安全施設が交通事故を防ぐた

めに，どのように役立っている

交通量の多いところ 運転者が見やすいところか考えよう。

・安全に横断できる ・交通安全を呼びかけてい

＜話し合いの手順＞ る

①司会者を決める。

横断歩道 反射材②いくつ書いたかを確認

③少ない人から発表

事故が起こりやすいところ 段差があるところ④質問・意見コーナー

・安全に横断できる ・分離帯にぶつからない⑤グループの意見をまとめる。

・車が止まってくれる⑥全体で発表




